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日本海牝分布するスルメイカは,発 生持期の相違から,冬 生札 秋生まれ,お よび夏生まれの3

系群が想定されている。.秋生まれ群は,本 州の沿岸域を離れて沖合に分布回遊する。冬生まれ群は

本州から北海道およびサハ リンの沿岸域を中心に分布回遊する。夏生まれ群は,主 として佐渡島以

南の本州沿岸域に分布 し,:地方群的性格が強い(日 本海イカ類研究チーム1984)。

しかし,こ れらのことは,日 本海全体にっいては轡般的にいえることか もしれないが,ス ルメィ

カの北上の出発点にあたる日本海西部海域では,そ れほど単純ではなく,お そらく,春 季には,日

本海西部沿岸あるいはそれ以西で越冬 した前年生まれた夏生まれ群,秋 生まれ群,そ して本年生ま

れた冬生まれ群はそれぞれがオーバーラップして分布 していると推察される。また北上期には各系

群は沿岸沖合の区別なしに回遊 し,季 節を問わずどれかの系群が時空的にオーバーラップすること

も考えられる。このような考え方により,3系 群が季節的にどのように分布し,ど のような構造に

なっているのかを検討した。あわせて,そ の検討結果に基づいて,秋 生まれ群の資源診断で試みた

ので報告する。

要 約

浜田港における銘柄別漁獲量と銘柄別外套長組成か ら,日 本海西部海域におけるスルメイカの系

群構造を推定した。あわせて,秋 生まれ群の資源診断を試みた。得ちれた結果は次のように要約さ

れる。

1)1984年 の5～12月 で は,ど の季節 において も,い ずれかの系群 が時空的にオーバーラップ

していた。これは,年 によって量的な混合割 合は変化 して も普 偏的であると考 え られる。

2)秋 生 ま札 冬生 まれ,夏 生まれの3系 群がオーバー ラップしていたの は,1984年10月 で あ

った。

聾 昭和59年 度イカ類資源研究会議研究報告(北 海道区水産研究所1985)に 発表 した



3)分 離 した各系群の成長式は次のように推定された。

夏生まれ

秋生まれ

冬生まれ

ただ し, 月令

4)秋 生まれ群の資源水準は低 く,現 在の漁獲の力のもとでは完全な乱獲状態にあると判断 され

れる。

5)秋 生まれ群を正常な状態にするためには,現 在の魚獲努力を半分以下にするべきである。あ

るいは現在の漁獲量を60%位 に下げるべきであろう。




